
新型コロナウイルスとインフルエンザの違い

都内インフル感染者、８月末からたった「１人」…コロナ対策影響か？

（読売新聞抜粋）

東京都内のインフルエンザ感染者報告数が、８月末から１０月１１日まで、

１人にとどまっていることがわかった。

昨年同時期の２２７４人に比べ激減している。

インフルエンザの感染者報告数は今季、全国的に減少しており、

厚生労働省によると、８月末から１０月４日までの感染報告は計２５人。

昨年同時期（２万４６９９人）の０・１％ほどの水準になっている。

感染症は対策の徹底が一番の予防です！

★手洗い ★マスク ★ディスタンス

日々の生活の中で検温をする機会が増えました。

病院はもちろん、公共施設や飲食店でも入館の際は検温をする事が定着しています。

以前は脇に挟んで使用するタイプが主流でしたが、最近では、かざして測るタイプの

非接触型の体温計や、サーモカメラの検温器も増えています。

ではどうやって測っているのでしょうか？

私たちの体から発せられる赤外線（電磁波）を測定しています。

赤外線とは目には見えない光（電磁波）のこと。

体が赤外線を出していると聞くとなんだか不思議に感じるかもしれませんが、たとえば

手をかざすと自動的に水が流れる自動水栓、人が通るとパッと明かりがつくライトなども

赤外線センサーで、人（温度の変化）を感知しています。

そもそも温度をもつものはすべて目に見えない電磁波を常に出しています。

そして、物体が出す電磁波の性質は、温度によって変わります。

そのため、物体から出ている赤外線を測定すれば、温度を割り出すことができるのです。

かざすだけで測定できる体温計では、瞬時に赤外線をキャッチし、温度を計算していると

いうわけです。

豆知識

感染対策の重要性を再認識しよう！


